
    令和６年度 事業報告 

 

 コロナ感染は未だに終息しておらず、入所者・職員への感染に対し感染対策の、

手洗い、検温を継続しながらの施設運営であったが、各事業等スムーズに開催す

ることが出来た。 

 特に運動不足の入所者に対し、地域交流室へ健康器具を設置し会場を開設し

たことで、運動や脳トレ、ゲーム等を自主的に利用する入所者が徐々に増えてい

ることは評価に値する。 

 また、地域交流に関して「七城町・泗水町福祉施設連絡会」を開催し、５施設

での意見交換を行い、分野の異なる施設の状況が確認出来た点が、今後のサービ

ス向上への礎となった。 

   

＜法人の運営＞ 

１．理事会の開催  （会場：菊池園） 

第１回 理事会 期日：令和６年６月１０日 出席：理事６名、監事２名 

主な議題：令和５年度事業実施報告、収支計算書類並びに監事監査報告 

     資産総額の変更、定款一部改正、定款細則の一部改正 

     役員・評議員等の報酬並びに旅費・日当の定の一部改正 

     任期満了に伴う評議員候補の選出 

     定時評議員並びに評議員選任・解任委員会開催日の決定 

報告事項：理事長の業務執行状況報告 

 

第２回 理事会 期日：令和６年１２月２日 出席：理事６名、監事２名 

主な議題：給与規定一部改正、再任用職員規程の一部改正 

     菊池園サービス区分第１回補正予算等 

報告事項：資産変更登記の完了 

 

第３回 理事会 期日：令和７年３月２１日 出席：理事６名、監事２名 

主な議題：第１回紫翠会本部・第２回菊池園サービス区分補正予算 

     育児・介護休業等規則一部改正 

     インターネットバンキング利用規定策定 

     施設長退任及び新施設長就任 

     令和７年度運営方針並びに事業計画、収支予算等 

報告事項：理事長の業務執行状況報告 



２．定時評議員会の開催（会場：菊池園） 

期日：令和６年６月２６日   出席：評議員６名、（欠席１名） 

議題：法人紫翠会の計算書類、監事監査報告、定款一部改正 

役員・評議員等の報酬並びに旅費・日当の定の一部改正 

報告事項：令和６年度 菊池園職員体制 

 

３．評議員選任・解任委員会の開催（会場：菊池園） 

期日：令和６年６月２６日   出席：委員 ３名 

議題：法人紫翠会評議員の選任 

 

４．監事監査の開催（会場：菊池園） 

期日：令和６年５月２８日   出席：監事２名  

内容：① 令和５年度事業報告 

② 令和５年度計算書類及び財産目録の監査 

 

５．その他 

 熊本県社会福祉施設経営者協会の関係会議、セミナーへ施設役員が出席。 

①  ６月１７日 県経営協第１回各種別協議会総務担当者連絡会  

②  ８月 ６日 県経営協 県議・市議との意見交換会 

③  ９月 ２日 県経営協 前期セミナー 

④ １１月１８日 第２回各種別協議会総務担当者連絡会 

⑤  １月１５日 熊本県・市行政と経営協役員との意見交換会 

⑥  １月２９日 県経営協 後期セミナー 

※熊本県救護施設協議会長として、県社協主催の会議へ出席。 

 

＜施設の運営＞ 

 施設の基本方針の基、全職員が共通認識をもち入所者へのサービス向上

のため、１０月から義務化された、個別支援計画を充実させ支援に努めた。

さらに、公益的な取り組みで、「緊急一時救護事業（無料・定額事業）」にて

利用者を受け入れた。 

 総務（会計・経理・設備管理）の面では施設の安全整備をはじめ、適切な

会計を運行し、物価高騰による経費削減対策に努めた。 

 

１．入所者の動向 

令和６年度の月平均入所人員は５３．７人となっており、退所者が１８



名、入所者が１８名であった。ここ数年平均人員が５３名となっており、

入所依頼も徐々に減少している状況、施設運営に大きな影響はないが、

少なからず経費面で影響が出ている。 

法人運営の緊急一時救護事業は、７名の利用者を受け入れ、実績が出

ている。 

 

２．環境整備 

 安全・安心に生活出来るように、安全管理自主点検にて危険個所のチ

ェックを行い、事故防止に努めた。 

 また、園内外の整備では、機械等の点検は欠かさず実施し、不備のな

いよう確認した。 

 

３．防災管理・安全管理 

 火災を未然に防ぐため、防火管理責任者の計画にて避難訓練を３回実

施。消火器による初期消火から、通報、避難の総合訓練を実施した。 

 ３月には「安全な自転車の使用」として菊池交通安全協会から交通指

導員等５名による交通安全講習会を開催した。 

 

４．会議関係 

（１）施設内会議 

・運営会議：菊池園運営について毎月１回、施設長及び職種代表者が 

翌月の事業や行事について協議し、計画的な施設運営を図 

った。 

・職員会議：毎月１回全職員を対象に会議を開催、事業や行事計画の 

周知を行い、連絡事項の確認の徹底を図った。 

・個別支援計画検討会：個別支援計画書を作成し、個人のニーズに 

あった支援内容について検討会を実施。 

・業務連絡会議：直接処遇職員が当日の連絡事項や反省等を報告し 

対応を検討した。翌日の業務の確認を実施。  

・給食会議：年２回開催。全職員を対象として、入所者の嗜好調査結果 

報告、食事摂取量、間食等の見直しについての協議を実施。 

・献立検討会議：毎月１回開催。栄養士及び介護支援員、看護師、調理 

員で給食の献立や行事食等について協議を実施。 

 

（２）施設外会議 

・全国救護施設協議会関係 



① 第１回常任協議員会       東京 全社協灘尾ホール 

② 総会及び経営者・施設長会議   東京 全社協灘尾ホール 

③ 第２回常任協議員会        北海道 札幌パークホテル 

④ 第４６回全国救護施設研究大会  北海道 札幌パークホテル 

     

・九州地区救護施設協議会関係 

① 第１回理事会、総会     鹿児島県 ホテルマイステイズ 

② 職員研究大会         鹿児島県 ホテルマイステイズ 

③ 第２回総会         長崎県 社会福祉法人みのり会 

④ 施設長等管理監督者研修会  長崎県 社会福祉法人みのり会 

⑤ 職員研修会         大分県 労働福祉会館ソレイユ 

⑥ 正副会長各専門委員長会議  福岡県 八仙閣本店 

⑦ 第２回理事会、第３回総会  熊本県 医師会館 

 

・熊本県救護施設協議会関係 

① 施設長会議 

第１回（パークドーム熊本） R５年度事業報告並びに決算報告等 

第２回（菊池グランドホテル） 各委員会の事業報告等 

第３回（友愛会銀杏寮）   令和７年度事業計画並びに予算（案） 

 

② 各種委員会 

       調査・研究委員会、研修員会、事業検討委員会を各員会年３回実 

施。ホームページの管理、広報誌の発刊、職員研修会の開催、救護 

施設交流会を開催した。 

 

     ③ 職員健康管理 

       全職員の健康診断、宿直業務職の腰痛検査（年２回）、インフル 

エンザ予防接種を実施。コロナ感染対策のワクチン接種は自己判断 

とし、施設での接種は行なわなかった。 

 

 ＜各部署の動向＞ 

〇 生活支援・指導 

     入所者の日常生活を有意義なものにするため、個々が意思をもって 

活動が出来るように、福祉事務所と連携し、個別支援に努めた。 

 ・総会、奉仕活動、下校見守りを実施し、自治活動を行った。 

 ・七城町・泗水町の福祉施設との連絡会議を開催し、今後の地域交 



流に対し検討を行った。 

・いきいきクラブでは様々な装飾品等で作成後展示し、釣りクラブで 

は海や川へ魚釣りに出かけ、ストレスをため込まないよう活動した。 

・日帰り旅行、外食、ふるさと訪問を計画し、年間を通して数か所に 

少数の入所者にわかれて外出した。 

・居宅訓練事業は２か所で、年間５名の訓練を実施した。 

・各機関との連携では、福祉事務所や医療機関の他に社会福祉協議会 

や菊池郡市社会福祉連絡協議会等との連携を保ち、情報連携にも留 

意したことで、個別支援計画書の課題に役立てることが出来た。 

・広報誌「つばさ」を年２回発刊。 

 

〇 介護・介助支援 

・高齢化が進む中で機能低下が見られる入所者へ食事、排泄、入浴、 

静養等の介護を計画的に実施した。 

・通院やショッピングの付き添いを実施し、入所者へ寄り添った支援 

を行った。 

・金銭管理を個人で管理出来るように、金庫を購入し、通帳、現金の 

管理を実施。使いすぎには、生活支援員と協力し、指導した。 

 

〇 健康管理（看護支援） 

・感染対策：毎日２回の検温と食事前や帰園後の手指の消毒、インフ 

ルエンザ予防接種を実施。検温は体調不良者の早期発見にも繋がっ 

ている。 

・通院計画、入退院計画：スムーズに対応出来るよう各病院と連携し 

調整した。 

・健康座談会：健康に対する意識を高めるため、毎月実施した。 

・健康サロンの開設：地域交流室の半面を利用して、ゲームや健康器 

具の導入、頭の体操として、ぬり絵やパズル等を設置し入所者の体 

力作りや老化防止の運動等を実施した。 

 

〇 給食・調理 

  ・衛生管理：安全で美味しい食生活を提供するため、調理職員の検便 

       を実施し、手洗いや服装管理を徹底した。 

・嗜好への取り組み：嗜好調査を年２回実施し、週３回の選択メニュ 

ーの献立へ取り入れた。 

・行事食の提供：四季の行事等に対し、様々な料理を提供した。 



・特別食への対応：糖尿病等をもつ入所者のため、減塩食やカロリー 

調整で対応した。また、機能低下による誤嚥がない 

ようにキザミ食や流動食を提供した。 

・炊き出し訓練：年１回実施。災害時での食事提供を想定し、屋外で 

非常食を試食した。 

           

      ※各部署の活動に関する実施状況の詳細は別添資料を参照。 

 

 








































